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ように書くことができる。ここで m はフェルミ面上で波数 kの電子の速度ベクトルの i
方向成分である。
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のものを Vで表す。 UIWが 1より大きくて Uが支配的なときの絶縁棒状態をモット状態
と呼び，荷らかの条件の変化によってブロッホ電子から局在電子に状態を転じることをモ
ット転移という。モット転移が起きやすい条件誌，低次元であること，および電子の密度
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